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Ａ－Ｗガラスセラミックス椎弓スペーサーを用いた

頚椎脊柱管拡大術
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Abstract疎突起縦割法頚椎脊柱管拡大術にＡ－Ｗガラスセラミックス製椎弓スペーサーを

使用した長期群(術後平均３９か月)27例と短期群(同１０か月)20例の２群で臨床所見,単純Ｘ線写

真による安定性および前後屈での術前後頚椎可動域の変化，ＣＴによる椎弓との結合状態，骨の

新生状態を調べた両群とも臨床所見上,特に問題となることはなかった.長期群ではスペーサー

骨問の結合は９４％,スペーサー周囲の骨新生は８８％でえられていたが,頚椎可動域は４７％減少し

ていた．短期群では術後外固定期間を４週間に短縮したにもかかわらず，結合は９１％，骨新生は

60％でえられており，可動域の減少も２５％と良好であった．疎突起縦割法頚椎脊柱管拡大術での

A-Wガラスセラミックス製椎弓スペーサーの使用は臨床上，安全であり，手術侵萎の軽減，後療

法の短縮を可能とし有用である．

はじめに

疎突起縦割法頚椎脊柱管拡大術は頚椎症性頚髄

症や頚椎後縦靭帯骨化症などに対して優れた手術

方法の一つであるが，移植骨の採取や採型などで

煩雑な面がある．これを補うべく種々のbioactive

CeramiCSpaCer')2)が考案され使用されている．

我々も京都大学で開発されたＡ－Ｗガラスセラ

ミックス3)4)を用いて作成したスペーサーを使用

して満足すべき結果がえられている．一方，疎突

起縦割法頚椎脊柱管拡大術の長期成績では頚椎の

可動域制限が問題となっている．この改善を目的

として後療法を短縮してきたので，その結果につ

いてこれまで使用した長期成績と比較して報告す

る．
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対象および方法

対象症例は術後外固定期間により，長期群と短

期群の２群に分けた．

長期群は1988年２月より１９９０年１２月までに

手術した２７例(男性17例女’性10例)で,手術時

年齢は３５～79歳，平均59歳であり，現疾患は頚

椎症性頚髄症16例(RＡ１例を含む)，頚椎後縦靭

帯骨化症10例，頚椎黄色靭帯骨化症１例であっ

た．術後経過観察期間は１６か月から６０か月，平

均３９か月であった．術後外固定期間は１週間の

ベッド上安静の後,頚椎カラーを装用して離床し，

術後６週までカラーを使用させた．使用したス

ペーサーは，初期のlargetype83個と改良型(市

販型)のsmalltype２５個の２種類を使用した．

短期群は１９９２年５月より１９９３年１月までの

20例(男性１５例，女性５例)で，手術時年齢は

41～85歳,平均62歳であり，現疾患は頚椎症‘性頚

髄症８例，頚椎後縦靭帯骨化症８例，頚椎椎間板

ヘルニア４例であった．術後経過観察期間は６か
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